
１．９月２７日第４回定例理事会を開催し、１０月
例会のプログラム、そらぷちキッズキャンプ
決算報告（社会奉仕委員会）、１０月３１日夜間例
会内容について（親睦活動委員会）、９月末の
会計報告を承認いたしました。

・・芦別ロータリークラブより会報を受領しまし
た。
・・深川、羽幌ロータリークラブより１０月例会案
内と会報を受領しました。
・・米山学友委員会から定時総会の案内を受領し
ました。

ゲスト
留萌労働基準監督署

署長 丹羽 裕彰様

ロータリー財団委員会 鈴木委員長
今月は米山月間です。１１月が財団月間になり
ますので、米山と財団の寄付の受付は１１月にま
とめて行いたいと思います。
今月は地区大会がありますので、あまり小遣
いを使わないようにして、財団と米山のご協力
をお願いします。
皆さんの善意が財団の全てでございますので、
どうぞよろしくお願いします。

煙本日

職場訪問移動例会

煙次週予定

地区大会（新ひだか町）

会員誕生日

１０月１２日 福士 幸子

結婚記念日

１０月１０日 森 俊二
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第１４回 １０月１０日

会員総数………………４３名
出免会員………………１０名
出免出席………………８名
基準会員出席…………１９名
出席率…………… ８１．８１％

第１１回 ９月１９日

欠席会員………………１０名
内メイクアップ………４名
修正出席率……… ８２．５％
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・・悲願の泳力検定２級（１００ｍ個人メドレー）
に合格 報われた事に感謝 高田会員
・・お久しぶりです 関野会員

前 回 ２４７，０００円
今 回 ６，０００円
累 計 ２５３，０００円

「メンタルヘルス対策

及び健康診断有所見者低減」

留萌労働基準監督署
署長 丹羽 裕彰様

本日、留萌ロータリークラブの例会にお招き
いただき、誠にありがとうございます。留萌労
働基準監督署の丹羽でございます。話下手なも
ので、あまり面白い話は出来ませんがよろしく
お願いします。
先ほど紹介者よりお話がありましたが、ちょ
うど１０月１日から７日までが「全国労働衛生週
間」の実施期間になります。そこで、本日はこ
れにちなんだ労働衛生における重点対策のうち
から、メンタルヘルス対策及び健康診断有所見
者低減についてお話をさせていただきます。
皆様にお配りした資料がございますが、それ
をみていただければと思います。少し古い資料
になりますが、平成１７年の厚生労働省から「患
者調査」の統計としまして「主要な疾病の患者
数」が発表されております。これは厚生労働省

のＨＰにも掲示されております。
これによると、一番多い患者は「高血圧性疾
患」でありますが、「精神疾患」も各疾病を合
算した数でも、３番目に多い疾病となっていま
す。３番目にしても４番目にしても、ここで言
いたい事は、もはや「精神疾患」はめずらしい
病気ではないという事です。
次に自殺者の数です。交通事故死者が約５０００
人、しかし自殺者はその６倍の３００００人台です。
内６０～７０％がメンタル疾患ではないかとおっ
しゃる方もおられます。自殺者は平成１０年頃か
ら急に増加しております。原因につきましては、
ハッキリ表記している文献はまだ見たことがあ
りませんが、リストラ＝解雇となったり、前年
の平成９年に三洋証券、北海道拓殖銀行、山一
証券の破綻・自主廃業等があり、これらが象徴
するように、旧来の日本的システムの転換期と
なっていることが関係しているのではないかと
考えているところです。

次に、働いている人が何にストレスを感じて
いるのかについてですが、一番多いのは「職場
の関係」です。これは正社員、契約社員、パー
ト労働者いずれにも多い項目です。その中でも
特に、パート労働者は気を遣っているのがわか
ります。「昇進・昇給」「雇用の安定」は契約社
員に多く、本音は皆社員になりたいのだと思い
ます。職場の人間関係も希薄になり、「結婚し
たかどうかも扶養手当の申請を見るまで知らな
かった」というケースもあるくらいです。
ここまでの話の中で言いたい事は、昔も、そ
して今も多いと考えられる「あなたは精神疾患
なのだから辞めてくれないか。うちは慈善事業
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じゃないのだから」という考え方は、今の時代
にそぐわないという事です。厚生労働省が示し
ている指針「労働者の心の健康の保持増進のた
めの指針」があり、これは大変重要です。事業
場において事業者が講ずるように努めるべき、
労働者の心の健康の保持増進のための措置が適
切且つ有効に実施されるよう、メンタルヘルス
ケアの原則的な実施方法について定めたもので
す。メンタルヘルスケアの基本的考え方は「事
業者の積極的推進の表明」が一番大切です。こ
れが本気・本物でないと具体的施策も形骸化し
てしまいます。衛生委員会等において十分な調
査審議が行われ、「心の健康づくり計画」の策定
をします。
実施することは「４つのケア」になります。こ
の４つのケアとは、
①セルフケア
②ラインによるケア（管理監督者）
③事業場内産業保健スタッフ等によるケア（産
業医、衛生管理者等）
④事業場外資源によるケア（専門機関、病院）
ちなみにセルフケアとは、労働者自身のケア
で、ストレスやメンタルヘルスに対する正しい
理解と、ストレスへの気づき、ストレスへの対
処、自発的な相談です。
またラインケアとは現場の管理監督者が行う
ケアで、職場環境等の問題点の把握と改善、「い
つもと違う」部下への把握と対応、部下からの
相談への対応、メンタルヘルス不調の部下への
職場復帰への支援などがあります。
職場復帰における支援ですが、復職したばか
りの時はいつものエネルギーが戻っていないの

で言葉や対応に気配りが必要です。また復職者
は大変緊張した状態で職場に戻ってくるため、
歓迎・喜び・思いやり・温かい気持ちで接する
ことも必要です。そこで職場復帰における支援
には５つのステップがあります。
第１ステップは、病気休業開始及び休業中の
ケア。診断書の提出、管理者産業保健スタッフ
等のケア、安心感熟成のための対応です。
第２ステップは、主治医による職場復帰可能
の判断で、意思表示、産業医による精査、主治
医への情報提供です。
第３ステップが、職場復帰の可否の判断及び
職場復帰支援プランの作成です。情報の収集と
評価、職場復帰の可否についての判断、支援プ
ランの作成。
第４ステップが、最終的な職場復帰の決定で
す。状態の最終確認、意見書（就業上の配慮）、
そして事業者による最終的な決定です。
そして、第５ステップの職場復帰のフォロー
アップです。再発等新しい問題の発生の有無、
勤務状況および遂行能力の評価、支援プランの
実施状況の確認、治療状況の確認があります。
最後に、定期健康診断有所見者低減について
です。そこに平成２３年度の定期健診有所見率の
表がありますが、血中脂質、肝機能、血圧、血
糖、心電図、貧血において有所見がみられます。
北海道は全国平均より有所見率が高い事が認め
られます。健康診断の有所見については、皆様
それぞれ心当たりがあるはずです。「お酒」
「ラーメン」「アイスクリーム」、北海道にはお
いしい物がたくさんあって、つい食べ過ぎる。
そして、冬は寒いので「散歩」などの運動はあ
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まりしない等です。やはり適度の運動は大変有
効です。適度の運動が出来れば、有所見は劇的
に変化すると思われます。くれぐれもご自愛下
さい。
事業者の具体的取り組み事項としては、
①定期健康診断実施後の措置（健康診断に異常
の所見がある方について医師の意見を勘案し、
作業の転換、労働時間の短縮等の就業上の措
置を確実に実施する）
②定期健康診断の結果の働く方への通知（定期
健康診断の結果を働く方へ確実に通知する）
③定期健康診断の結果に基づく保健指導（健康
診断の項目に異常の所見がある方など健康保
持に努める必要がある方について、医師や保
健師による栄養改善、運動等の保健指導を行
い、働く方自身も保健指導を利用して、健康
の保持に努める）
④健康教育・保健相談等（健康診断の項目に、
異常所見がある方を始め、働く方に対し、栄
養改善、運動等に取り組むよう健康教育、健
康相談を行い、働く方自身も健康教育・健康
相談等を利用して、健康の保持に努める）
以上が、事業者の定期健康診断実施の具体的
取り組み事項でございます。何か心配事などが

ございましたら、健康相談機関がございますの
で、ぜひご相談いただければと思います。北海
道産業保健センター、留萌地域産業保健セン
ター、メンタルヘルス対策支援センターなどが
ございます。
結びに、竜頭蛇尾の感もありますが、言わん
とするエッセンスが伝われば幸いと存じます。
留萌ロータリークラブの今後のご活躍並びに皆
様のご健勝を祈念してお話を終わらせていただ
きます。
ご清聴ありがとうございました。

第１３回 １０月３日（水） 天候/晴

10月17日（水） 振替休会

10月24日（水） 地区大会報告

例会プログラム【10月】

10月13日（土）～14日（日）

地区大会（新ひだか町）

10月31日（水）

慶祝夜間例会（観楓会）

９月21日（金）

交通安全スピードダウン

旗の波運動


